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①誉田別尊(応神天皇) 
福井県あわら市 

②武将形八幡神 
福井県坂井市 

③本地仏の阿弥陀如来 
富山県小矢部市 

④僧形八幡神 
福井県坂井市 

⑤気長足姫尊(神功皇后) 
福井県坂井市 

石
造
八
幡
神 

 

滝
本 

や
す
し 

 

八
幡
神
は
八
幡
神
社
の
祭
神
で
、
武
神
の
誉
田
別
尊
で
あ
り
、

応
神
天
皇
と
同
一
と
さ
れ
る
。
朝
廷
は
天
応
元
年(
七
八
一)

に
、

宇
佐
八
幡
に
八
幡
大
菩
薩
の
神
号
を
贈
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
八

幡
神
は
、
神
仏
習
合
に
お
い
て
八
幡
大
菩
薩
と
も
称
さ
れ
僧
形

で
表
さ
れ
る
僧
形
八
幡
神
が
生
ま
れ
た
。
本
地
垂
迹
に
お
い
て

阿
弥
陀
如
来
を
本
地
仏
と
す
る
。
比
売
神
や
応
神
天
皇
の
母
で

あ
る
神
功
皇
后(

気
長
足
姫
尊)

な
ど
と
共
に
祀
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
八
幡
神
の
造
形
は
多
様
で
あ
る
。 

         

 

左
写
真
の
②
と
④
は
現
在
も
八
幡
神
社
の
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
①
は
八
幡

神
社
の
も
と
の
御
神
体
で
あ
っ
た
が
、
改
修
の
際
に
外
へ
出
さ
れ
た
。
③
も
も
と
は
御
神

体
で
あ
っ
た
が
、
神
仏
分
離
の
際
に
外
へ
出
さ
れ
た
。
⑤
は
長
門
国
忌
宮
神
社
第
二
殿
祭

神
の
神
功
皇
后
の
摸
刻
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
笏
谷
石
製
で
17
～
18
世
紀
の
作
で
あ
る
。 
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・
石
造
八
幡
神 

・
聖
徳
太
子
南
無
仏
の
石
仏 

・
西
番
霊
園
の
徳
本
名
号
塔 

・
第
56
回
例
会
案
内 
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砺波市狐島の聖徳太子南無仏の石仏のお祭り 

 

砺波市五郎丸にある太子堂 五郎丸の聖徳太子南無仏の石仏 

聖
徳
太
子
南
無
仏
の
石
仏 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
西
部
の
砺
波
市
、
南
砺
市
、
小
矢
部
市
を
包
括
し
て
砺
波
地
方
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
地
方
は
真
宗
王
国
と
し
て
知
ら
れ
、
真
摯
な
門
徒
も
多
い
。
真
宗
は
偶
像
崇
拝
を
禁

じ
て
お
り
、
造
塔
や
起
塔
そ
し
て
石
仏
な
ど
は
造
立
さ
せ
な
い
教
え
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
の
教
え
に
反
し
て
石
仏
数
は
約
五
千
体
が
造
像
さ
れ
て
い
る
。
田
ん
ぼ
道
を
歩
く
と
、

際
立
っ
て
大
き
く
て
豪
華
な
お
堂
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
赤
い
袴
を

着
け
、
上
半
身
が
裸
の
合
掌
す
る
可
愛
い
石
仏
が
入
っ
て
い
る
。 

現
在
こ
の
聖
徳
太
子
南
無
仏
の
石
仏
は
、
こ
の
地
方
を
中
心
に
二
百
四
十
体
ほ
ど
が
あ

る
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
石
仏
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
太

子
堂
に
安
置
さ
れ
る
聖
徳
太
子
南
無
仏
の
模
刻
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
真
宗
門
徒
の
造
像
し

た
石
仏
で
あ
る
。 

 

              

              

聖徳太子南無仏の分布 
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富
山
市
西
番
霊
園
の
徳
本
名
号
塔 

 

平
井 

一
雄 

 

富
山
市
が
西
番
地
内
に
建
設
を
計
画
し
て
い
た
火
葬
場
、
斉
場
、
葬
祭
会
館
な
ど
の
工

事
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
翌
昭
和
四
十
二
年
に
は
大
泉
に
あ
っ
た

火
葬
場
が
廃
止
さ
れ
、
西
番
霊
園
の
火
葬
炉
十
二
基
を
備
え
た
火
葬
場
、
斎
場
、
墓
地
に

統
合
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
大
泉
火
葬
場
や
近
隣
火
葬
場
か
ら
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
文
字
碑
の
無
常
仏
数
基
と
六
地
蔵
数
組
、
単
独
地
蔵
石
仏
約
40
体
が
墓
地

北
端
の
基
壇
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
徳
本
流
六
字
名
号
碑
が
中
央
に
立
ち
、
両
側
に
名

号
碑
や
地
蔵
石
仏
が
三
段
の
基
壇
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

徳
本
碑
の
左
側
に
印
刻
さ
れ
た
銘
文
を
解
読
し
て
み
た
。 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
本 

花
押 

上
部 

文
政
十
一
戌
子
天 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
十
四
日
両
親 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

於
此
■
嶋
渡
浪 

下
部 

施
主 

小
杦
驛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
上
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
良
左
エ
門 

 

『
徳
本
行
者
全
集
第
三
巻
』 

徳
本
行
者
信
州
上
州
「
応
請
摂
化
日
鑑
八
」
文
化
十
三

子
年
八
月
五
日 

よ
り 

一
、
当
寺
講
中
よ
り
当
所
無
常
院
惣
墓
所
江
御
名
号
石

造
立
仕
度
段
願
出
差
出
ス
、
講
中
清
五
郎
・
清
次
郎
・

源
蔵
・
喜
兵
衛
・
藤
七
・
善
七
・
文
三
郎
・
九
右
衛
門
・

甚
七
・
甚
三
郎
・
藤
右
衛
門
、
右
之
人
数
願
人
な
り
、 

(

平
井
注)

当
寺
と
は
、
寺
町(

梅
沢
町)

守
山
極
楽
寺
と
考
え
る
。 

無
常
院
惣
墓
は
大
泉
火
葬
場
墓
地
と
同
じ
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
文
化
十
三
年(

一
八

一
六
）
に
徳
本
に
よ
っ
て
名
号
が
揮
毫
さ
れ
、
十
二
年
後
の
文
政
十
一
年(

一
八
二
八)

に

こ
の
徳
本
六
字
名
号
碑(

無
常
仏
：
惣
墓)

が
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

日
鑑
に
は 

名
号
石
御
認
メ
願
書
が
出
さ
れ
、
御
認
メ
と
滞
在
中
に
名
号
石
御
開
眼
が
実
現
さ
れ
て
い

る
場
合
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 
 
 

例
、 

文
化
十
三
年
八
月
朔
日 

(

極
楽
寺)

御
斎
後
名
号
石
御
開
眼
、
本
堂
内
外
境
内
門
前
等
充
満
之
群
衆
な
り
、 

文
化
十
三
年
八
月
四
日 

一
、
猪
谷
村
宝
樹
寺
真
盤
沈
香
一
包
御
供
養
、
講
中
名
号
石
境
内
ニ
造
立
ニ
付
、
御
染
筆

願
出
す
、 

 

宝
樹
寺
の
名
号
石
は
翌
文
化
十
四
年
に
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
徳
本
の
御
開
眼
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
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六地蔵石幢 稲荷神(倉稲魂命) 五劫思惟阿弥陀三尊 

北陸石仏の会 第５６回例会 

―福井市の石仏めぐり― 
平成３０年５月２０日(日) 

 

参 加 費：６０００円（バス・資料代） 

集合場所：①ＪＲ砺波駅南口………７時３０分 

②ＪＲ金沢駅西口………８時１０分 

③ＪＲ福井駅東口………９時２０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：平成３０年５月１日(火) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  
 

  見学予定  

◎足羽１丁目 足羽神社／六地蔵石幢、亀趺 

◎足羽３丁目 白山神社／白山三所権現、六字明王、誉田別尊、渡唐天神 

◎江端町 日吉神社／薬師如来、地蔵、十一面観音、毘沙門天、弁財天、稲荷神、狛犬、石猿 

◎中荒井町 路傍／親鸞 

◎三十八社町 真言宗智山派泰澄寺／六地蔵、五劫思惟阿弥陀三尊、鳥枢沙摩明王、西国三十三ヶ所観音 

◎上東郷町 路傍／橋地蔵 

◎東郷二ケ町 稲荷神社／稲荷神、仏足石、阿弥陀三尊、地蔵、観音、虚空蔵菩薩 

◎安原町 曹洞宗地蔵院／擬宝珠、地蔵、線刻不動明王 

◎小路町 長命地蔵堂／阿弥陀三尊、地蔵、観音、虚空蔵菩薩、石猿 

 [諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

 

平成３０年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です 


